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要         旨 

本論文は、八元数に依拠して定義される 8 次元リーマン対称空間であ

る associative グラスマン多様体のリーマン対称空間としての構造、四

元数ケーラー構造を具体的にとらえ、その構造を応用して得られた結果

をまとめたものである。それらはリーマン対称空間の等質超曲面、6 次元

球面のラグランジュ部分多様体、associative グラスマン多様体の複素部

分多様体に関わる興味深い研究成果であり、今後の発展も期待できる。 

本論文で得られた主な結果は次のものである。 

 

１． associative グラスマン多様体が特異軌道として現れる 12 次元グ

ラスマン多様体 (Im O)における 作用による等質超曲面の主曲率を

求めた（第 4 節）。ここで、 は八元数の自己同型のなす 14 次元 Lie 群

である。リーマン対称空間の等質超曲面の主曲率を求める問題は興味深

く多くの研究者によって研究されているが、ここで扱われているのは、

従来の方法では計算できない例外型の等質超曲面である。本論文では

associative グラスマン多様体のリーマン対称空間としての構造をうま

く活用して主曲率を求めた。主曲率の計算結果の応用として、弱鏡映

性、austere 性、proper 二重調和性をもつ等質超曲面を見出した。 

２．6 次元球面 には八元数に依拠して、概エルミート構造が自然に定

まる。この概エルミート構造に関する のラグランジュ部分多様体と

associative グラスマン多様体への写像の興味深い関係を調べた（第 5

節）。具体的には、 のラグランジュ部分多様体から associative グラス

マン多様体へガウス写像と呼ばれる写像が定義され、それが調和写像に

なることを示した。 

３．associative グラスマン多様体の四元数ケーラー構造に関し、横断的

複素部分多様体、全複素部分多様体の例を構成した（第 6節）。 
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